
開講年度 科目名

開設学科 コース名 開設期

対象年次 科目区分 時間数

単位数 授業形態

教科書/教材

担当教員

授業概要

注意点

種別 割合

試験・課題 50%

小テスト 20%

レポート 20%
成果発表

（口頭・実技）
0%

平常点 10%

回

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

コーチ・スポーツドクター等との連携協力について 実例を基にアスレティックトレーナーの実務を理解する

組織運営と管理 実例を基にアスレティックトレーナーの実務を組織運営の観点から理解する

組織運営と管理 実例を基にアスレティックトレーナーの実務を組織運営の観点から理解する

組織運営と管理 実例を基にアスレティックトレーナーの実務を組織運営の観点から理解する

アスレティックトレーナーの任務と役割 実例を基にアスレティックトレーナーの任務と役割について理解する

アスレティックトレーナーの任務と役割 小テスト・実例を基にアスレティックトレーナーの任務と役割について学び理解する

コーチ・スポーツドクター等との連携協力について 実例を基にアスレティックトレーナーの実務を理解する

コーチ・スポーツドクター等との連携協力について 実例を基にアスレティックトレーナーの実務を理解する

ATと倫理 実例を基にアスレティックトレーナーの任務と役割における倫理について学び理解する

アスレティックトレーナーの任務と役割 実例を基にアスレティックトレーナーの任務と役割について学び理解する

アスレティックトレーナーの任務と役割 実例を基にアスレティックトレーナーの任務と役割について学び理解する

アスレティックトレーナーの中心にスポーツトレーナーについて理解する

アスレティックトレーナーの歴史と役割 日本におけるアスレティックトレーナーの歴史とその役割について学び理解する

諸外国のトレーナー　・アスレティック

トレーナーの任務と役割
諸外国におけるアスレティックトレーナーについて・日本のアスレティックトレーナーの任務と役割について学び理解する

教育方法等

教科書・実例を基にアスレティックトレーナーの役割について学びます。

動画や画像を用いて競技現場を中心にアスレティックトレーナーの業務を整理しながら授業展開します。

最終的には、主な業務内容を把握し、自分なりのスポーツトレーナー像を描ける事をテスト(評価)します。

公認スポーツ指導者制度について アスレティックトレーナー等の養成事業・制度について理解する

評

価

方

法

備　　考

スポーツトレーナーの取り巻く社会背景を前提に自身の描くスポーツトレーナー像を論ずる

アスレティックトレーナーの役割７項目を理解し覚える

日々の学習から、スポーツトレーナーの役割について到達目標を意識し考えを整理する

スポーツトレーナーとしてのキャリア形成の観点から、授業中の私語や受講態度などには厳しく対応する。授業に出席するだけでなく、社会

への移行を前提とした受講マナーで授業に参加することを求める（詳しくは、最初の授業で説明）。「現場実習」と併せて学習すること

で、より理解力がますので積極的に実習に取り組む事。授業時数の４分の３以上出席しない者は定期試験を受験することができない。

授業計画（１回～１５回）　

授業内容 各回の到達目標

スポーツトレーナーとは

学習目的

　アスレティックトレーナーとは何かを学び、コーチングスタッフ・スポーツドクター・スポーツ科学スタッフなどとの連携ー協力、組織の運営と管理

などアスレティックトレーナーの業務全般について学びます。

また、スポーツトレーナーとして自分の理想とするトレーナー像を具体的に描けるようにしましょう。

到達目標

（公財）日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナーの起源や背景に基づき、設立趣旨・位置づけを理解します。

また、具体的な役割７項目からアスレティックトレーナーの社会的立場と貢献・倫理についても理解します。

スポーツトレーナー（スポーツ指導者）の役割と主な業務内容を十分理解する事を目標とします。

1年次 必修 30時間

2単位 講義

JSPO-AT専門テキスト「アスレティックトレーナーの役割」/必要に応じて資料を配布

担当教員情報

杉浦 実務経験の有無・職種 有・アスレティックトレーナー

日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） スポーツトレーナーの役割

科目基礎情報

スポーツトレーナー科 前期


